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 12月18日に１年生の課題探究プロジェクトの一環として中間発表会がありました。八王

子東 高校 では 企業・大学・行 政の皆さん か ら直 接的な 指導をい ただき、 10のプロジ ェ クト

が実施されています。生徒たちは自分の希望するプロジェクトに半年間所属し、５名程度で

構成されるグループ探究を行いますが、その活動の中間報告として今回の発表会が行われ

ました。中間発表会では自分が所属するプロジェクトの仲間のみならず、２年生にも発表を

聞いてもらい、質問やアドバイスを受ける機会が設けられていました。プレゼンテーション能

力 や 課 題 解 決 方 法 を 見 直 し て い く 力 が 身 に つ い て い ま し た。こ こ か ら は、そ れ ぞ れ の プ ロ

ジェクトのリーダーからの「プロジェクト紹介」をご覧ください！  

東 京 都 立 八 王 子 東 高 等 学 校 探 究 部 ・ 探 究 ニ ュ ー ス 編 集 部  

発行日  令和8年1月26日  
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G1  生物探究  

こんにちは！  生物探究PJです。私たちのPJでは、生物に関する様々なことをテーマにして探究をし

て いま す。「ん、生物……？な ん か定 義広 くないか？」そう思 ったあな た……ま さに そうな んです。 こ

のPJの 魅 力 は、多 種 多 様な テーマの 発 表 が 聞けること！  例 えば、「犬 はな ぜミミズ の 匂い を好 む

のか」や「植物に睡眠は必要か」などなど。他にも面白いテーマの発表がなんと計 9班分！これはも

う、行くしかないですよね！？  

G2  政治とメディアとデモクラシー  

我々政治とメディアとデモクラシープロジェクトでは、全員が文献をk

講読し、外部からお招きした大学の先生を交えつつ議論をしました。

そこで生まれた疑問から 仲間 とともに さらなる探究 を続 けています。

SNSの 影 響 力 が 高 ま っ てい る現 代 に おい て 大切 な 内 容 だ と思 い ま

すので、ぜひご覧ください！  

G3  生態心理  

私達は心理学の分野の一つ、環境と生き物の相互作用を考える「生

態心理」という分野をもとにグループごとのテーマについて探究して

います。難解な概念であるため、文献講読を行い理解するところから

始まりました。  

G4  ゲーム理論  

ゲーム理論 は、「相手も自分 と同じように考 えて行動 する」とき、どんな選択を すればよい結果に な

るかを考える学問です。じゃん けんや席替え、テスト前の勉強の分担など、身近な例を通して、協力

やかけ引き、判断力の大切さを学ぶことができます！  
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K1  オープンデータ  

この プロジェ ク ト では、公 開 されてい るオ ープンデ ータ を 組 み合 わせ、新

たな活用方法を考えることを目標として探究をしています。興味のある分

野 ご とに2,3人 の グル ープに 分 かれ、そ れぞれ異 な っ たテーマで考 えを

深めています。きっと面白いアイデアがあると思うので、是非お越しくださ

い！  

K2  内視鏡によるがんの早期発見・早期治療  

内 視 鏡 に よ るが ん の 早 期 発 見・早 期 治 療 プロジェ ク ト で は、各 チ ーム が

日本の医療機器メーカーであるオリンパスさんの協力のもと、オリンパス

を 実 際に 見学 し たり、アドバイス を受 けなが ら探 究 活動 を行っ ていま す。

興味のある方は、ぜひこのプロジェクトにお立ち寄りください。  

K3  超小型衛星  

こん に ちは！  超 小型 衛 星 プロジェク ト です！  私 たちは株式 会 社イ ンフォ

ス テラ 様や都立 大学の方 にご 協力頂 きな がら超 小型 衛星の開 発 プラン

を検討しています。超小型衛星のメリットを最大限生かして今ある社会問

題の解決の ための人工衛星を グループで話し合っています。それぞれの

グル ープが互いの意見を交流させながら、素敵な衛星プランを考えてい

ます。ぜひ、聞きに来てください！  

K4  まちづくり  

こんにちは！  地域活性化・まちづくりプロジェクトです！ 私たちは、高齢

化や過疎化、買い物不便地域など、地域にある課題を解決するための方

法について考えています。身近なまちについての課題も多く扱っているの

で、是非お越しください！  

K5  超高齢社会と医療デザイン  

そ も そ も 超 高 齢 社 会 と は、65歳 以 上 の 人 の 割 合 が 全 人 口 の21%を 占

めてい る社会の ことを指 します。超 高齢社会 と医 療デザイ ンプロジェクト

はそんな超高齢化が進みゆく現代の医療現場の現状について医療従事

者 の 方 か ら お 話 を お 聞 き し ま す。そ の 上 で、高 齢 者 の 孤 独 死 問 題 な ど

様 々な 観 点から、問 題の 解決 策 や解決 された理 想 状 態 を話 し合 い 創造

していくプロジェクトです。  

K6  英字新聞  

英 字 新 聞 プロジェ クト は、班 ご とに テーマを 決め、そ れにつ いて調 べたり

取 材をし たりして情 報を集 め、英語で記 事を書いて新聞 を発行 するプロ

ジェクトです。今年は、高尾山、八王子城の歴史、駅弁、音楽、着物をテー

マに新聞作りを行います。  

 

 

 

・それって当たり前だよね！のような思い込み(バイアス)は、論

理性に不十分さを与えてしまいかねないので、素人でも当然

だとわかる程度にまで理解し、説明できるとよいと思います。 

・ただ書いてあることを読むのではなく、自分の言葉で噛み砕

いて説明できると、満足感が違うと思う。まずなによりメンバー

全員が内容をしっかりと理解する、そして各々全部を発表でき

るくらいしっかり練習するのが大切です。 

・グループでの探究は特に難しいと思いますが、複数人で意

見をぶつけ合える楽しさを味わいながら試行錯誤して突き詰

めることを最後まで諦めず探究Bを楽しんでください！ 

・自分では思いつかなかったけれど、一緒に回っていた人の

質問を聞くと「確かにどうするんだろう」と思うことが多かった

ので、自分たち以外に内容を見せてみたり客観的に見たりす

るとよりよくなると思います。 

・自分の興味関心のあることについてしっかりと調べていくこ

とで進路などの将来の方向性が決まるので頑張ってほしいと

思いました。 

・1年生のときの探究A.Bの積み重ねが必ず2年生の探究に

つながるので、プロジェクトのみんなと協力しながら、自分た

ちの探究を深めていってほしいと思います！ 

・アンケートは予想した結果になるように誘導しないように注

意するべきだと思います。選択肢の案を自分が想定している

ものだけにしないようにするなど。 

・出所が不明なところからの情報収集は避けた方が良いと思

います。環境庁や厚生労働省などの政府の機関や、会社の公

式ホームページ、直接取材など信用できるところからの情報

収集が大切だと思います。また、取材の際は、お忙しい中自分

たちのために時間をとってくださる方がいらっしゃるので、感

謝を忘れないでください。 

49期生からの 

アドバイス 
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 11月5日 に は、2年 生 も 課題 探 究の 一環と し て中 間 発表 が あり ま し た。教室 と 各 階の 特 別

教室をフルに 使い、 2年生 全員 が一 人ずつ、自分の テー マ・仮説・今 後の研 究計 画に ついて

発表しました。外部の大学の先生や民間企業の方々、そして行政の皆さんにも見ていただき、

質疑応答や意見交換を行いました。実社会で活躍されている先生方からの指摘を受け、改善

すべき課題が明らかになりました。  

Ⅱ  ４ ９ 期  中 間 発 表  

 

 

 

・テーマや動機を具体的でわかりやすいものにし、多くの人の

興味を引くことができるようにしたい。論文に図や表を入れて

それを活用しながらわかりやすく発表ができるようにしたい。 

・相手に分かりやすいように、何故これをやろうと思ったかや、

新しい知識の解説などを重点的にやってくれていたのが分か

りやすかったので自分も相手が知らないところと、知っていて

共感しやすいところを強調して発表したいと思った。 

・先輩たちはスライドで写真などを用いながら発表を行ってい

たので、私も聞く人にわかりやすいように図やイラスト、写真な

どを用いながら発表したいと思いました。また、書いてあること

を読むだけでなく、わかりやすい言葉に言い換えてくださった

ので、私も聞く人のことを考えた発表をしたいです。 

・やはり、図やグラフを使っていたり、実際に実験・フィールド

ワークを行ったものは説得力があるなと思った。また、1つの結

果を色々な視点でみて考え、さらに新たな課題を生んでいくと

いうサイクルのある探究はとても良かったから、自分もそのサ

イクルを作れるように、頑張りたい 

・実験をするときは回数を多くしてちゃんと実験結果を充実さ

せる。また、先行研究ばかりに気を取られるのではなく、結果

にも比重を当てようと思った。 

・中間発表までに自分が『なぜ』と思う事は、最後まで諦めず

に調べていこうと感じました。発表する際にどこに説明する時

間を割くか考えて発表していきたいと思いました。 

・ただ調べたことをまとめるのではなく、その道に専門的な知

識を持った人にインタビューをするなどで手に入れた自分た

ちなりの情報が意見の裏付けとなるような発表をしたいと思

います。 

・事前研究などの根拠がたくさんあると、説得力のある発表

だったので、テーマに対して複数の視点から調べて行きたい。 

・先輩たちの発表では身振りや手振りで論文の内容をよりわ

かりやすく伝える努力をしていたり、伝えながら聞いている人

の目を見るなどして反応を伺い、理解できているかを探ってい

たので実践したいと思った。また、専門用語を使いすぎてしま

うと分かりにくくなるとも感じたのでわかりやすい言葉で内容

を伝えることが大事だと感じた。 

・アンケートの結果や割合をグラフ化して見えやすくしたり考

察の際、なぜそうなったのか、深堀して分析する。また他の調

査結果と結び付けたりさらに問いに対して幅広い視点から探

求できるよう背景も考える。 

・根拠のある発表だと伝えたいことが明確になっていたので

あやふやにせず、なぜそう考えたのか、どのような方法を用い

たかをはっきりと伝えたい。また、結論から述べて、原因を語る

と、無駄な情報がなくなり簡潔な発表になると気づいた。 

50期生からの 

感想・コメント 
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Ⅲ  環 境 省 へ の 提 言 と フ ォ ー ラ ム 発 表  

 12月19日、有 志 で 集 ま っ た プ ロ ジ ェ ク ト で

あ る「福 島 研 修 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム」が、日 比

谷 高 校 の 生 徒 さ ん た ち と い っ し ょに 環 境 省 を

訪問し ました。夏に行わ れた 現地宿 泊研 修 で

学 ん だこ とを もと に、福 島の 人々 の 考え る「復

興」と行政の方々の考える「復興」の２つの視

点についてや、東日本大震災の遺構 の扱い、

そして若者への周知方法についての提言を行

い ま し た。環 境 省 の 皆さん か ら 本 活 動 内 容へ

の評価もいただき、高校生の探究活動が実社

会へとつながる機会となりました。  

福島研修プロジェクトが環境省を訪問し、活動の提案をしました 

京都大学高大連環プログラム 湧水フィールドワークがありました 

東京都Tipsフォーラムで２年生の長森さんが探究を発表しました 
  

 １ ２ 月 ２ ６ 日、東 京 都 主 催 の Tipsフ ォ ー ラ ム2025に 本 校 代 表

として２年生の長森珠美さんが「勉強において集中力を高めるた

めの照明の明るさと色温度の探究」を発表しました。 複数の図

書館や有料ワ ークスペースの照度測 定といったフィールドワーク

や、暗記実験を通した具体的なデータから、集中力を高め、暗記

力を上げるためには、世間一般に設定されている照度よりも若干

明るくすることが効果的であることを見いだした新規性のある探

究です。有明GYM-EX会場で国際学会さながらの雰囲気の中、

多 く の 人 たちと の意 見 交 換 が でき まし た。トー ク セ ッシ ョン に は、

さ か なク ンと 伊 沢拓 司 さんと の トー クセ ッシ ョン も あ り、充 実 し た

フォーラムとなりました。  

  

 １２ 月２ ０日 、日 野市カ ワセ ミハ ウスの森 林インス トラク

ターである田中徹さんのご指導のもと、日野市豊田周辺

の 用 水 路 と 湧 水 に つ い て の フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 行 い ま し

た 。 メ ン バ ー は 有 志で 集 ま っ た 「 京 都 大 学連 環 プ ロ グ ラ

ム多摩川・浅川プロジェクトチーム」です。フィールドワー

クを通して、地域の方々と用水路・湧水との関わりや、用

水路・湧水がつくり出す人と自然とのつながり、そして都

会でありながらも水が生物多様 性を保っていることを学

び ま し た 。 田 中 徹 さ ん か ら の 温 か い 心 遣 い に よ り 、 地 域

の 皆 さ ん の 住 宅 の 中 ま で お じ ゃ ま し 、 湧 水 が も た ら す 人

の生活を、実際に住んでいる方々から聞くことができまし

た。 本内 容 は３ 月に 京都 大 学行 われる 京 都大 学・ イ オン

環 境 財 団  森 里 海 シ ン ポ ジ ウ ム で 発 表 予 定 で す 。  


